
        
～ 市民意識調査結果の概要 ～                                                                                    

子育てや介護について 

問．社会通念・習慣・しきたりにおいて、男女の地位は平等になっていると思いますか。 

男女平等について 

経済的な理由が高く

なっています。 

性別による固定的役割分担

意識は少しずつ変化している

ものの、社会の習慣などにお

いての男女の不平等感は依然

として根強く残っています。 

67.3%

68.2%

25.2%

24.8%

3.3%

3.5%

4.1%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度調査

(658件)

平成26年度調査

(763件)

男性の方が
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女性の方が

優遇されている

無回答

（１）少子化の要因 

問．全国的に少子化が進み、沼田市でも年々出生率が低下し、平成 20年の出生数 433人から、平

成 30年には 261人に減っています。その理由は、どのようなことだと思いますか。(複数回答○） 
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子どもの教育にお金がかかるから

育児に心理的、肉体的負担がかかるから

家が狭いから

経済的に余裕がないから

仕事をしながら子育てをするのが困難だから

自分の趣味やレジャーと両立しないから

男性の仕事などが忙しくて家事や育児に

参加できないから

保育所など、公共の子育て支援体制が

整備されていないから

結婚年齢があがっているから

結婚する人が少ないから

結婚しないで子どもだけもつことに対して、

抵抗感が強いから

子どもが欲しくないから

その他(わからない･その他･無回答)
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＜裏面に続く＞ 

市では、令和元年度に「男女共同参画社会に関する

市民意識調査」を実施しました。今号ではその結果か

ら報告します。 

男女共同参画社会とは？ 
誰もがお互いに人権を尊重しつつ、あらゆる分

野にその個性と能力を十分に発揮して参画でき、

かつ共に責任を担う社会のことです。 

沼田市においても令和 2年度に「沼田市第４次

男女共同参画計画」を策定し､引き 

続き様々な取組を行っていきます。 

「仕事をしながら子育てす

るのが困難だから」という

回答は、男女で１０ポイン

ト以上の開きがあり、女性

の方が高くなっています。 

・対象者 市内在住の 20～70歳未満の方 2,000人 

（無作為抽出） 

・有効回収数 658件・有効回収率 32.9％ 



                 
配偶者や恋人などからの暴力に悩んでいませんか？ 
一人で悩まないで相談してください。    

☎ ０２７-２６１-４４６６  
月～金曜日 9:00～19:30 

土曜日  10:00～17:00 

日曜日  13:00～17:00   
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男性も育児・介護休業を積極的に取得する方

がよいと思う

男性も育児・介護休業を取ることは賛成だが、

取得しやすい環境が整っていないと思う

育児・介護は女性がするべきであり、男性が取

得する必要はないと思う

その他(わからない･その他･無回答)
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依然として男性の育児や

介護休業が取得しにくい状

況にあるようです。 

編集を終えて 

配偶者や恋人からの身体的・精神的・性的・経済

的・社会的などあらゆる暴力について、数値的には 

少ないものの、市内にも被害経験のある人がいます。 

しかし、なかなか相談できない状況にあるため、 

支援体制の強化が必要です。 

セクシュアル・マイノリティ（性的少数者） 

いわゆるＬＧＢＴ（レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル（両

性愛）、トランスジェンダー（体と心の性が一致しない、違和感

がある））等の、性のあり方が少数派の人々を広く表す総称。 

★調査結果全体の報告書は市ホームページを
ご覧ください。 

配偶者暴力相談

支 援 セ ン タ ー 
（２）男性の育児・介護休業取得 

問．男性の育児・介護休業の取得について、どのように考えますか。 

（２）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス） 

男性の育児参加を促

すため、出産直後の父親

を対象とする新たな「男

性産休」制度新設の議論

がスタートしました。 

（厚生労働省） 

若い世代ほど認知度が

高いようです。 

「セクシュアル・マイノリティの方の人権は侵害され

ていると思いますか」という問には「されていると思

う」「ややされていると思う」合わせて４３．３％の回

答がありました。 

電話番号 
●誰でもが住みやすい

社会の実現をめざして､

私たち一人ひとり自ら

の意識改革、行動変容

が求められています。

(いくお) 

人権について 

●今号の編集への参加

が、男女共同参画社会

の意識向上のきっかけ

になりました｡(けいこ) 

★ご意見・ご感想をお寄せください★ 

☆興味のある方、お問合せください☆ 
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（１）セクシュアル・マイノリティ（性的少数者） 

問．セクシュアル・マイノリティという言葉を知っていますか。 

言葉も内容も

知っている

47.6%
言葉だけは聞

いたことがある

30.9%

まったく知ら

ない 19.9%

無回答 1.7%

 

●性別や年齢に関係な

く一人ひとりの違いが

認められる社会であっ

てほしいです。(まほ) 

●いじめや貧困など、

他の人には分かりにく

いけれど苦しんでいる

人がいることを実感し

ました。(こうこ) 

●差別・偏見がなくな

るどころかコロナ感染

者・医療従事者への差

別など新たな差別が生

まれているのが残念で

す。(のぶゆき) 

 

●互いに尊重し合える

社会の実現のために、

現状を正しく知り、自

分に置き換えて考えて

みられる思いやりの心

を大切にしていきたい

です。(きみこ) 


